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●写真も個人が識別できれば、個人情報です。
●きちんと説明を！
行事や授業などの様子を記録として撮影すること、目的外使用や第三者提供をしないことについて、個人情報保護方針の説明で示しておきましょう。

●写真やフィルムの管理
保管場所や担当者を決め、確実に管理しましょう。デジタルカメラで撮影したデータは、サーバかメディアに保存し、部外者が簡単に取り出すことができないように管理しましょう。
●通信やお便りに利用するなら
個人が特定できる写真を通信やお便りに掲載する場合は、児童・生徒本人および保護者の同意を得る必要があります。
●ホームページに掲載するなら
写真をホームページに掲載する場合も、児童・生徒および保護者の同意を得る必要があります。ホームページは不特定多数の者が閲覧することから、より慎重な対応が求められます。原則として顔がはっきり写ったものは掲載しないことが望ましく、ある程度特定できる写真を掲載する場合には、保護者から書面で同意を得るようにしましょう。

●卒業生の写真は？
児童・生徒が卒業したら、その卒業生の写真は廃棄しましょう。特に残しておくことが必要な場合は、その保管を確実にし、最終処分の時期を明確にしましょう。
●集合写真の取り扱い
個人が特定されない集合写真は個人情報に当たらない場合が多いと思われます。しかし、写真については個人情報保護とは別に「肖像権」「プ
ライバシー権」との関係でも、取り扱いに注意が必要です。
記録写真を利用する場合は、担当者だけで判断せず、主任や管理職がチェックするようにしましょう。

これが大事！
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写真の取り扱いには注意を要しますが、同時にそれは、学校や行事の様子を保護者へ伝える重要な情報でもあります。


取り扱いのルールを明確にした上で、有効利用することが望まれます。
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